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２
０
１
４
年
６
月
６
日　
　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

巨
大
な
ム
ダ
づ
か
い
と
環
境
破
壊
ス
ト
ッ
プ

東
海
道
新
幹
線
の
地
震・津
波・老
朽
化
対
策
、大
震
災
の
鉄
道
復
旧
こ
そ

大
義
な
き
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
は
撤
回
、誘
致
運
動
は
中
止
に

見 解

（
1
）問
題
山
積
、疑
問
だ
ら
け
の

　
　
「
暴
走
」ー
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画

■
国
民
の
納
得
の
い
く
大
義
と

　

確
か
な
根
拠
は
あ
る
の
か

　

超
伝
導
磁
石
で
浮
上
し
て
、
最
高
時
速
５

０
０
キ
ロ
で
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
を
つ
な

ぐ
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
。
２
０
１
０
年
代
に

入
っ
て
推
進
に
む
け
た
動
き
が
あ
わ
た
だ
し

く
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
東
京
ー
名
古
屋
間
を
２
０

２
７
年
、
東
京
ー
大
阪
間
を
２
０
４
５
年
の

開
業
を
目
標
に
９
兆
円
以
上
の
資
金
を
投
入

し
て
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
建
設
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
４
月
末
に
は
、
環
境
影
響
評
価

書
を
国
土
交
通
省
に
提
出
し
、
今
秋
着
工
へ

準
備
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
関
西
財
界
、
関
西
広
域
連

合
、
大
阪
府
・
市
か
ら
「
２
０
２
７
年
同
時

開
業
」
の
要
求
が
出
さ
れ
、
自
民
党
は
４
月

24
日
、「
東
京
ー
大
阪
間
の
同
時
開
業
」
に

向
け
、
国
が
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
、
名
古
屋
ー

大
阪
間
の
工
事
費
全
額
（
３
兆
６
千
億
円
）

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
政
府
も
、
６
月
に
ま
と
め
る
新
た
な
成

長
戦
略
に
、「
東
京
―
名
古
屋
、
名
古
屋
―

大
阪
同
時
着
工
」「
国
の
財
政
支
援
」
を
盛

り
込
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
で
は
今
年
１
月
17
日
、財
界
、京
都

府
、
京
都
市
な
ど
が
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
京

都
誘
致
に
向
け
た
決
起
大
会
」
を
開
催
、
京

都
市
に
は
京
都
誘
致
推
進
本
部
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
京
都
市
役
所
正
面
に
は
「
リ
ニ
ア
誘

致
」
の
大
看
板
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
そ
も
そ
も
、
国

民
、
府
民
多
数
の
支
持
を
得
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
・
東
電
福

島
原
発
事
故
を
う
け
た
２
０
１
１
年
の
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
国
の

交
通
政
策
審
議
会
・
中
央
新
幹
線
小
委
員
会

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
「
整
備
に
反

対
。
計
画
中
止
、
再
検
討
す
べ
き
」
と
の
回

答
が
全
回
答
の
73
％
に
達
し
、「
新
た
な
大
規

模
事
業
を
す
す
め
る
よ
う
な
社
会
状
況
に
な

い
」「
整
備
の
費
用
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を

震
災
復
興
に
あ
て
る
べ
き
」「
現
状
の
速
度

の
向
上
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
」「
環
境
破

壊
が
懸
念
さ
れ
る
」
な
ど
の
意
見
が
続
出
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
す
で
に
２
０
１
２
年
５
月

17
日
に
、「
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設
に
反
対

す
る
ー
東
海
道
新
幹
線
の
地
震
・
津
波
対

策
、
大
震
災
の
鉄
道
復
旧
こ
そ
」
と
の
見
解

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
第
１
に
、
東
海
道
新
幹
線
の

「
能
力
不
足
」
と
「
経
年
化
」「
老
朽
化
」

に
よ
る
バ
イ
パ
ス
路
線
の
必
要
性
、
第
２

に
、
東
京
・
大
阪
間
の
移
動
時
間
の
大
幅
短

縮
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
交
通
政
策
審
議
会
・
中
央
新
幹
線
小

委
員
会
の
答
申
（
２
０
１
１
年
５
月
12
日
）

は
、
在
来
新
幹
線
の
方
が
、
安
全
性
・
信
頼

性
・
利
便
性
・
省
エ
ネ
性
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

性
・
建
設
費
用
等
で
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
よ
り

優
先
し
て
い
る
と
認
め
つ
つ
、
高
速
性
の
点

で
は
リ
ニ
ア
の
方
が
優
先
と
し
て
リ
ニ
ア
新

幹
線
を
採
用
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
理
由
に
国
民
の
納
得
の
い
く
大
義
と

確
か
な
根
拠
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
ー
大
阪
間
の
輸
送
需
要
は
現
在
も
今

後
も
、
大
き
く
の
び
る
と
い
う
事
情
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
海
道
新
幹
線
の
年
間
輸
送
人

員
は
こ
こ
20
年
間
横
ば
い
で
、
座
席
稼
働
率

も
60
％
程
度
の
ま
ま
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
２
０
４
５
年
リ
ニ
ア
新
幹
線

開
業
時
の
東
京
ー
大
阪
間
の
輸
送
需
要
を
、

並
行
す
る
新
幹
線
と
あ
わ
せ
て
現
在
の
１
・

５
倍
か
ら
１
・
８
倍
に
な
る
と
の
予
測
を
た

て
て
い
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
甘
い
過
大
な
見

通
し
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
の
「
経
年
化
」

「
老
朽
化
」
問
題
で
い
え
ば
、
リ
ニ
ア
新
幹

線
に
巨
額
な
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
よ
り
、

先
ず
や
る
べ
き
は
東
海
道
新
幹
線
の
地
震
・

津
波
対
策
の
強
化
で
あ
り
、
保
守
・
点
検
、

改
修
工
事
を
急
ぐ
こ
と
で
す
。
リ
ニ
ア
新
幹

線
へ
の
巨
額
な
資
金
の
投
入
は
、
こ
れ
ら
新

幹
線
や
在
来
線
の
安
全
対
策
を
大
き
く
遅
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、「
大
幅
な
時
間
短
縮
」論
で
い
え

ば
、
新
幹
線
と
飛
行
機
が
相
当
の
頻
度
で
運

行
し
て
い
る
東
京
ー
大
阪
間
で
、
大
幅
な
時

間
短
縮
へ
の
国
民
の
要
望
や
社
会
的
・
経
済

的
要
請
は
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
の
先
頭
に
た
っ
て
い
る
京
都
府
観
光

連
盟
会
長
自
身
が
「
確
か
に
今
は
京
都
駅
に

『
の
ぞ
み
』
が
停
車
し
目
立
っ
た
不
便
は
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

朝
日
新
聞
が
３
千
人
対
象
に
お
こ
な
っ
た

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
２
０
１
３
年
10
月
26
日

付
）
で
も
、「
東
京
ー
大
阪
間
の
理
想
的
な

移
動
時
間
は
」
と
い
う
質
問
に
、「
３
時
間

以
上
」
３
％
、「
３
時
間
程
度
」
31
％
、「
２

時
間
半
程
度
」
17
％
、「
２
時
間
程
度
」
30

　

そ
れ
か
ら
２
年
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も

「
そ
ん
な
に
急
い
で
い
い
の
か
」「
リ
ニ
ア

新
幹
線
は
本
当
に
必
要
か
。
よ
く
よ
く
考
え

て
の
選
択
か
。
今
か
ら
問
い
直
し
て
も
遅
く

な
い
」（「
毎
日
」
13
年
12
月
23
日
付
）、「
リ

ニ
ア
新
幹
線
…
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
」（「
朝

日
」
14
年
５
月
５
日
付
）、「
こ
の
ま
ま
突
き

進
ん
で
よ
い
の
か
」（「
毎
日
」
14
年
５
月
12

日
付
）
な
ど
批
判
的
見
解
が
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ

た
疑
問
と
問
題
点
を
明
確
に
し
、
あ
ら
た
め

て
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
撤
回
と
「
京
都
駅

ル
ー
ト
誘
致
」
運
動
の
中
止
を
求
め
る
と
と

も
に
、
府
民
的
討
論
を
よ
び
か
け
る
も
の
で

す
。

％
と
２
時
間
以
上
が
81
％
に
の
ぼ
っ
た
の
に

対
し
、「
１
時
間
程
度
」
は
16
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
は

必
要
か
」
と
の
問
い
に
「
必
要
」
10
％
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
」
27
％
の
合
計

37
％
に
対
し
、「
不
要
」
18
％
と
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
不
要
」
36
％
の
合
計
は
54
％
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

■
新
幹
線
の
３
倍
の
使
用
電
力
、

　

環
境
へ
の
影
響
ー
騒
音
、
振
動
、

　

電
磁
波
、
大
量
の
残
土

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
４
月
末
に
、
環
境
影
響
評
価

書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
沿
線
７
都
県
知
事

の
意
見
を
受
け
て
か
ら
わ
ず
か
１
ヵ
月
足
ら

ず
と
い
う
異
例
の
早
さ
で
、
東
京
ド
ー
ム
51

杯
分
に
も
及
ぶ
残
土
の
処
理
を
は
じ
め
、
出

さ
れ
て
い
る
疑
問
や
不
安
に
ま
と
も
に
答
え

た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
重
大
な
問

題
点
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、

今
日
求
め
ら
れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
ま

っ
た
く
逆
行
す
る
点
で
す
。

　

使
用
電
力
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
試
算
で
も
、

新
幹
線
の
約
３
倍
以
上
と
さ
れ
て
お
り
、
勾

配
な
ど
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
の
電
力
消
費
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
に
ふ
れ
た
交
通
政
策
審
議
会
・
中
央
新

幹
線
小
委
員
会
の
答
申
で
は
、
使
用
電
力
は

東
京
ー
名
古
屋
間
を
１
時
間
あ
た
り
５
本
の

走
行
で
27
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
東
京
ー
大
阪
間

で
は
１
時
間
最
大
８
本
で
74
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
を
契
機

に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
と
り
く
み
こ

そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪
費
型
の
交
通
機
関
を
導
入

し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
強
力
な
電
磁
波
の
影
響
、
騒
音
・

振
動
被
害
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
に
よ
る

浸
水
と
異
常
出
水
問
題
、
山
林
の
大
規
模
な

破
壊
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
へ
の
対
策
も
な

ん
ら
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。



（ 2）

■
安
全
性
へ
の
大
き
な
不
安
と
未

　

完
成
・
未
熟
な
技
術
ー
ド
イ
ツ

　

で
は
す
で
に
撤
退

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
で
は
、
８
割
が
ト
ン

ネ
ル
で
し
か
も
か
な
り
深
い
と
こ
ろ
（
大
深

度
地
下
）
を
、
運
転
手
は
乗
車
せ
ず
、
遠
隔

操
縦
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
事
故
や
火
災
、

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
出
口
ま
で
の
誘
導
道

の
確
保
を
は
じ
め
、
安
全
が
ど
う
確
保
さ
れ

る
の
か
、
ま
っ
た
く
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
超
伝
導
磁
気
浮
上
技
術
の
実
用

化
は
、
世
界
的
に
も
未
確
立
の
分
野
で
す
。

研
究
者
の
中
か
ら
も
「
日
本
の
大
動
脈
を
こ

の
未
熟
な
技
術
に
い
き
な
り
委
ね
よ
う
と
す

る
も
の
で
極
め
て
ハ
イ
リ
ス
ク
な
計
画
」

（
阿
部
修
治
氏
『
科
学
』
２
０
１
３
年
Ｖ
Ｏ

Ｌ
83
・
Ｎ
Ｏ
11
号
）、「
現
在
リ
ニ
ア
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
国
は
日
本
以
外
に
は
な
い
」

「
超
伝
導
磁
気
浮
上
技
術
は
、
物
体
の
高
速

移
動
性
は
確
か
に
高
い
が
、
個
人
の
生
活
や

人
間
社
会
に
有
用
な
技
術
と
し
て
身
近
に
使

わ
れ
る
場
合
に
求
め
ら
れ
る
安
全
性
、
信
頼

性
、
柔
軟
性
、
利
便
性
、
経
済
性
、
省
エ
ネ

性
、
環
境
保
全
な
ど
の
技
術
特
性
に
欠
け
て

い
る
」「
あ
ま
り
に
制
御
が
容
易
で
な
く
、

人
間
の
近
く
で
は
使
い
に
く
い
」「
再
考
さ

れ
る
べ
き
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
」（
橋
山
禮

治
郎
千
葉
商
科
大
学
院
客
員
教
授
。『
世

界
』
２
０
１
３
年
12
月
号
）
と
厳
し
い
批
判

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
リ
ニ
ア
事
業
」
に
先
に
着
手
し
た
ド
イ

ツ
で
は
、
実
験
中
に
試
乗
者
23
人
の
犠
牲
者

を
だ
す
大
事
故
な
ど
を
へ
て
、
２
０
０
８
年

に
は
撤
退
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
要
な
理
由

は
、
未
熟
な
技
術
、安
全
性
の
不
安
、建
設
費

の
高
さ
、採
算
性
が
見
込
め
な
い
こ
と
、さ
ら

に
在
来
鉄
道
、
国
際
列
車
と
の
相
互
乗
り
入

れ
・
連
結
が
不
可
能
な
こ
と
な
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
教
訓
は
、
日
本
に
お
い
て
い
っ

そ
う
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
場

合
、
地
下
空
間
・
ト
ン
ネ
ル
を
中
心
と
す
る

計
画
の
た
め
、
工
事
自
体
と
安
全
確
保
の
両

面
で
特
別
の
困
難
さ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
建

設
費
も
ド
イ
ツ
の
数
倍
に
は
ね
あ
が
り
、
他

の
鉄
道
と
の
連
結
の
欠
如
も
重
大
で
す
。

■
採
算
性
の
見
通
し
な
く
、
国
民
へ

　

の
負
担
と
犠
牲
押
し
つ
け
の
危
険

　

重
大
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
大
義
の
な

い
計
画
に
９
兆
円
を
こ
え
る
資
金
を
投
入
す

る
と
と
も
に
、
採
算
性
の
見
通
し
も
た
っ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
多
数
の
国
民
を
輸
送
す
る
公

共
交
通
機
関
で
あ
り
、「
民
間
企
業
の
や
る

こ
と
だ
か
ら
」
で
は
す
ま
な
い
問
題
で
す
。

財
政
破
綻
に
陥
れ
ば
、
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
機
能
と
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
と
と

も
に
、
公
的
資
金
の
投
入
ー
す
な
わ
ち
国
民

負
担
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
路
線
の
８
割
が
ト
ン
ネ
ル

で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
下
を
20
キ
ロ
に
わ
た
っ

て
ト
ン
ネ
ル
を
相
当
深
く
掘
り
抜
く
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
難
工
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
自
体
が
、
当
初
予
定
を
大
幅
に
超

過
す
る
可
能
性
も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
需
要
想
定
で
は
、
リ
ニ
ア
の

需
要
の
62
％
を
東
海
道
新
幹
線
利
用
者
か

　

こ
の
よ
う
な
無
謀
な
計
画
を
、
ル
ー
ト
を

変
更
し
て
で
も
京
都
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

運
動
が
財
界
、
京
都
府
、
京
都
市
、
自
民
党

な
ど
を
中
心
に
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
疑
問
や
問
題
点
に
フ
タ
を

　

し
た
ま
ま

　

「
こ
の
ま
ま
で
は
京
都
に
駅
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
、
京
都
は
国
際
観

光
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
」「
リ
ニ
ア
の
ル
ー
ト
は
京

都
の
未
来
を
左
右
し
か
ね
な
い
」。

　

こ
れ
は
、
京
都
財
界
、
京
都
府
、
京
都
市

に
よ
る
「
京
都
駅
ル
ー
ト
誘
致
」
を
す
す
め

る
「
明
日
の
京
都
の
高
速
鉄
道
検
討
委
員

会
」
の
委
員
長
を
務
め
た
柏
原
康
夫
氏
（
京

都
銀
行
協
会
会
長
、
府
観
光
連
盟
会
長
）
の

発
言
（「
京
都
」12
年
５
月
25
日
付
）
で
す
。

推
進
勢
力
は
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
あ
お
る

こ
と
に
躍
起
で
す
。

　

推
進
勢
力
は
こ
の
よ
う
危
機
感
を
あ
お
り

つ
つ
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
を
も
っ
ぱ
ら
バ

ラ
色
に
描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
主

張
の
最
大
の
問
題
点
は
、
先
に
述
べ
て
き
た

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
疑
問
と
問
題
点
に
つ

い
て
回
答
不
能
、
な
ん
ら
ま
と
も
な
説
明
も

で
き
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

■
京
都
経
済
の
活
性
化
や
京
都
観

　

光
に
役
立
た
ず

　

京
都
財
界
、
京
都
府
・
京
都
市
は
い
ま
、

ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
「
成
長
戦
略
」
に
そ
っ
て
、

安
が
拡
大
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
京
都
駅
ル
ー
ト
な
ら
、
首
都
圏

か
ら
年
間
１
２
０
０
万
人
の
利
用
者
が
見
込

ま
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
１
時
間
に
１

～
２
本
の
停
車
と
さ
れ
て
い
る
「
中
間
駅
」

で
１
本
１
０
０
０
人
の
乗
客
す
べ
て
が
京
都

に
降
車
す
る
と
い
う
見
込
み
に
も
無
理
が
あ

り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
と
京
都
誘
致
に
、
い
わ
ば

「
一
発
勝
負
」
で
賭
け
る
よ
う
な
や
り
方

は
、
京
都
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

向
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
「
リ
ニ

ア
だ
の
み
」
で
、
リ
ニ
ア
に
と
も
な
う
開
発

に
偏
重
し
、
住
民
や
地
元
業
者
に
過
大
な
期

待
と
幻
想
を
も
た
せ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

危
う
い
も
の
で
す
。

■
い
ま
こ
そ
、計
画
の
撤
回
、誘
致

　

運
動
の
中
止
に
舵
を
き
る
時

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
と
京
都
駅
ル
ー
ト
誘

致
は
こ
の
よ
う
に
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、

今
後
の
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
も
大

き
な
禍
根
を
残
す
計
画
で
す
。

　

「
一
度
始
め
た
ら
、
突
き
進
む
だ
け
」。

日
本
の
大
型
公
共
事
業
の
悪
し
き
経
験
で

す
。
い
ま
ま
た
、「
国
土
強
靱
化
」
の
か
け

声
の
も
と
、
新
た
な
開
発
計
画
が
も
く
ろ
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
に
沿
う
よ
う
に
、

原
発
再
稼
働
の
動
き
も
強
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

東
電
福
島
原
発
事
故
、
大
震
災
か
ら
３

年
。
原
発
ゼ
ロ
、
震
災
復
興
と
震
災
・
防
災

対
策
、
住
民
と
と
も
に
歩
む
地
域
づ
く
り
こ

そ
、
重
視
す
べ
き
で
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
撤

回
、
京
都
駅
ル
ー
ト
誘
致
運
動
の
中
止
に
舵

を
き
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
民
、
府
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
国
、
Ｊ
Ｒ
、
京
都
府
、
京
都

市
に
た
い
し
、
計
画
の
撤
回
、「
京
都
駅
ル

ー
ト
」
誘
致
運
動
の
中
止
を
強
く
求
め
て
い

く
も
の
で
す
。

ま
た
「
都
市
間
競
争
に
勝
つ
」
こ
と
を
か
か

げ
、
新
た
な
都
市
開
発
、
海
外
か
ら
の
富
裕

層
観
光
と
高
級
ホ
テ
ル
誘
致
な
ど
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画

を
そ
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
一
番

の
狙
い
で
す
。

　

す
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
は
っ
き
り
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
国
民
は
輸
送
時

間
の
よ
り
大
幅
な
短
縮
を
望
ん
で
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
外
国
資
本
・
大
手
資
本
だ
の

み
、開
発
型
・
誘
致
型
の
手
法
は
、府
民
の
生

活
と
経
済
を
ど
う
高
め
る
か
と
い
う
、
本
来

の
経
済
政
策
を
横
に
お
く
も
の
で
、
こ
れ
で

は
、
見
掛
け
の「
華
や
か
さ
」と
は
逆
に
京
都

経
済
の
力
は
そ
が
れ
、
そ
の
低
迷
は
い
っ
そ

う
加
速
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
京
都
の

地
場
の
観
光
関
連
業
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

を
切
り
す
て
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

■
無
謀
な
計
画
の
問
題
点
と
矛
盾

　

を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
「
京
都

　

駅
ル
ー
ト
誘
致
」
運
動

　

し
か
も
、
重
大
な
こ
と
は
「
京
都
駅
ル
ー

ト
誘
致
」
計
画
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
の
問

題
点
を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。

　

財
政
問
題
一
つ
を
と
っ
て
も
、
Ｊ
Ｒ
東
海

は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
以
外
の
「
中
間

駅
」
を
つ
く
る
場
合
、「
地
元
負
担
に
よ
る

１
県
１
駅
」
と
の
考
え
方
を
示
し
、「
中
間

駅
」
の
建
設
費
と
し
て
「
地
上
駅
」
は
約
３

５
０
億
円
、「
地
下
駅
」
な
ら
約
２
２
０
０

億
円
と
の
試
算
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
ー
名
古
屋
間
に
つ
い
て
は
「
建
設
を

急
ぐ
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負

担
（
た
だ
し
駅
周
辺
整
備
は
自
治
体
負
担
、

し
か
も
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負
担
は
階
段
と
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
、
改
札
口
と
ト
イ
レ
だ
け
）
と
な

り
ま
し
た
が
、
名
古
屋
ー
大
阪
間
の
負
担
は

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト

の
変
更
を
求
め
る
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

「
京
都
駅
」
と
な
れ
ば
、
多
額
の
地
元
負
担

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
性
と
環
境
の
点
で
も
い
っ
そ
う
の
不

ら
、
14
％
を
長
距
離
バ
ス
・
自
家
用
車
か

ら
の
転
移
に
、ま
た
、リ
ニ
ア
開
通
に
よ
る
新

た
な
利
用
者
を
24
％
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

仮
に
東
海
道
新
幹
線
か
ら
の
利
用
者
を
そ

の
よ
う
に
見
込
む
な
ら
、
東
海
道
新
幹
線
は

客
数
が
激
減
、
財
政
的
に
も
大
幅
減
収
に
な

る
こ
と
は
必
至
で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の

需
要
予
測
自
身
、
た
い
へ
ん
ず
さ
ん
で
根
拠

に
欠
け
る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
社
長
も
自
ら
「
リ
ニ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
絶
対
ペ
イ
し
な
い
。
そ
れ
で
も

新
幹
線
の
収
入
で
建
設
費
を
賄
っ
て
い
け
ば

な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
」
と
発
言
（
２
０

１
３
年
９
月
18
日
会
見
）
し
て
お
り
、
二

重
、
三
重
に
、
無
責
任
で
見
通
し
の
な
い
計

画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
税
金
投
入
と
な
れ
ば
、
地
元
自

治
体
負
担
の
問
題
も
浮
上
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
は

大
義
な
く
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
噴
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
直
視
せ
ず
、

一
路
推
進
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
将
来
に

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
禍
根
を
残
す
「
暴

走
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

（
２
）無
謀
な
計
画
に
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
、

　
　

京
都
経
済
の
将
来
を
か
け
て
い
い
の
か


